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Ⅰ．はじめに

　2017 年 3 月に公示された「小学校学習指導要領」
および「中学校学習指導要領」は，その前文において
児童あるいは生徒が「持続可能な社会の創り手となる
こと」を学校に求めている．また，同年 6 月に公示さ
れた「小学校学習指導要領解説理科編」では，小学 6
年「生物と環境」の内容の取り扱いにおいて「持続可
能な社会の構築という観点で扱うようにする（p.82）」，

「中学校学習指導要領解説理科編」では，中学 3 年「科
学技術と人間」や「自然と人間」の内容の取り扱いに
おいて「持続可能な社会をつくっていくことが重要で
あることを認識させる（p.61，p.103）」と記載されて
いる．このように次代の学習指導要領は「持続可能な
社会の開発のための教育（ESD）」を意識したものに
なっている．
　ESD は一般には，Sustainable Development：SD（持
続可能な開発）を基調とした社会，すなわち「持続可
能な社会」を担う人づくりを目的とした教育である，
と定義される（阿部 2012）．しかし，ESD が何である
か（定義）については，実は未だに，研究者・実践者
や各省庁関係者の間で様々な考え方が併存しているの
が現状である（福井 2014）．これまでの学校教育では，
環境教育が ESD と同じような位置づけにあって，理
科だけでなく教科を越えて取り扱われていた．しかし，
現在の環境教育の中にはすでに，持続可能性の観点が，

当然のように入ってきていて（福井 2014），ESD と切
り離して考えるのは困難になっていると言える．
　ESD は，1990 年代以降にユネスコ主導によって推
し進められ，日本でもユネスコスクールを拠点とした
実践が行われているが，一般に普及しているとは言い
難い．また，ESD を取り入れた教員養成や教員研修
も不十分ではないかと考えられる．近年，教員養成の
カリキュラムは過密になり，ESD のための科目を新
設するのは容易ではない．このような状況において，
新しい時代で重要性が増すことが予想される ESD の
取り扱いは教員養成の課題になる．そこで，本研究で
は，筆者が熊本大学において実施している既存の初等・
中等の理科教育法において，ESD の視点を取り入れ
た演習を導入し，その効果を検証した．

Ⅱ．中等理科教育法における ESDの導入

1．ESD導入の方法
　熊本大学で開講している中等理科教育法Ⅰ～Ⅳは，
Ⅰが理論：目的・内容・方法・評価等，Ⅱが各論：教
材研究等，Ⅲが授業構想や模擬授業，Ⅳが教育実習の
省察と事例研究という内容構成になっている．ESD
の導入は中等理科教育法Ⅱで行っていて，2015 年度
より 15 回の授業（図 1）の 1 回の講義を「理科教育
と ESD」というテーマで実施している．講義では，
ESD に関する基礎的な知識について解説したあと，
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文部科学省が提示している ESD の 8 つの領域と理科
学習を結び付けるための授業アイデアを考える演習を
取り入れている．受講生は，中等理科教育法Ⅰで理科
教育の理論を学び，中等理科教育法Ⅱの 10 回目まで
の授業で理科の具体的な教材研究や学習について学ぶ
ため，それらの知見を生かして ESD の授業アイデア
を考案することが期待される．授業は，教育学部と理
学部の合同開講という形態で実施していている．

2．講義・演習の内容
　ESD に関する講義では，最初に文部科学省のホー
ムページ（ESD ポータルサイト）に掲載されている
定義，領域（図 2），育みたい力について解説する．
ESD で育みたい力は，「持続可能な開発に関する価値
観」「体系的な思考力」「代替案の思考力」「データや
情報の分析能力」「コミュニケーション能力」「リーダー
シップの向上」であり，理科教育で育みたい力との比
較を行っている．また，図 2 の領域は，理科学習にお
ける ESD の導入の観点として活用している．
　次に ESD を取り入れた理科学習がイメージしやす
くなるように，「環境教育」「防災教育」「国際理解教育」
の各領域と関連させた理科学習の事例を説明する（図
3）．そして，ESD を取り入れた場合の理科学習の方
法のポイントとして，①単元や授業の導入で事例や事
象を提示する，②単元や授業の発展で ESD に関する
発問をする（図 4），③単元や授業の発展で自分の生
活と関連付ける，④ ESD に沿った単元構想を計画す
る，を具体例と併せて提示し，「代替案の思考力」「デー
タや情報の分析能力」「コミュニケーション能力」を
育成するための具体的な方策についても説明する．

　以上の情報提示のあと，受講生は図 2 で示した「そ
の他関連する学習」を除く 7 つの各領域と理科学習を
関連づける授業アイデアを考案する．

 1．イントロダクション
 2．理科の教材研究
 3．物理領域の教材研究と学習 1
 4．物理領域の教材研究と学習 2
 5．化学領域の教材研究と学習 1
 6．化学領域の教材研究と学習 2
 7．生物領域の教材研究と学習 1
 8．生物領域の教材研究と学習 2
 9．地学領域の教材研究と学習 1
10．地学領域の教材研究と学習 2
11．ESD と理科教育
12．学習指導案の作成 1
13．学習指導案の作成 2
14．学習指導案の作成 3
15．まとめと振り返り

図 1　中等理科教育法Ⅱの授業内容

図 2　ESD の領域（文部科学省 HP より）

図 3　ESD を取り入れた理科学習の例（講義で用いたスライド）

図 4　ESD を取り入れた理科学習の方法のポイントと例
（講義で用いたスライド）
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3．ESDを取り入れた理科授業のアイデア
　2015 年度の中等理科教育法Ⅱにおける「ESD と理
科教育」の講義には，教育学部：16 名，理学部：47 名，
合計 63 名が受講していた．演習で用いたワークシー
トの記述内容を集計して分析した結果，多くの学生は
7 つの領域すべてに対して，学習アイデアの記述が行
えていたが，用語やトピックのみを記述しているだけ
で具体的な学習活動が記載できていない学生も少なく
なかった．以下に各領域において学生が考案したアイ
デアの特徴と具体例を示す．

■環境学習と理科学習
　環境学習に関連する理科の学習内容は多いが，学生
は「酸性雨」「pH」「COD・BOD」「二酸化窒素」「化
石燃料」等の環境汚染に関連する用語や，「二酸化炭
素の循環」「水の循環」「生物濃縮」等の物質循環に関
するトピックをよく取り上げていた．

【授業アイデアの例】（以下の下線は筆者による）
・自分たちが飲んでいる水がどこからくるのか話し合

い，水の循環について学ぶ．
・酸性雨による被害を知り，被害を減らすためにはど

うすべきかを考える．
・身の回りの水の pH を測定し，水の循環と pH が変

化する要因について調べ，その対策として実生活に
生かせる方法を考える．

■エネルギー学習と理科学習
　エネルギー学習においては「水力発電」「太陽光発電」

「原子力発電」「化石燃料」等の発電方法や発電の原料
と，「手回し発電機」「モーター」「電池」「光合成」等
のエネルギー変換に関連した事象がよく用いられてい
た．

【授業アイデアの例】
・大分県でなぜ地熱発電が盛んに行われているかにつ

いて考え，そこから自然エネルギーの可能性につい
て考え，その利点と欠点を学ぶ．

・火力発電，水力発電，地熱発電，原子力発電のメカ
ニズムと変換効率を調べる．

・テレビや冷蔵庫などの身近な家電を調べて，どれく
らいのエネルギーが使われているかを調べる．

■防災学習と理科学習
　防災教育に関しては，「火山」「地震」「津波」「洪水」

「台風」「落雷」等の自然災害に関するトピックを取り
上げ，それらに対する科学的な理解を深めるようなア
イデアと，「ハザードマップ」「二次災害」「予報」「安
全対策」等の被害を防ぐための科学的な知識やスキル
を取り上げたアイデアが多かった．また，ESD の他

の領域と比べると，アイデアが具体的で詳しく記載さ
れていた．その理由としては，学生の身近な場所に阿
蘇山，桜島，普賢岳などの火山があることや，東日本
大震災が影響しているのではないかと推察される．

【授業アイデアの例】
・ヘモグロビンの働きと一酸化炭素がヘモグロビンに

与える影響を勉強して，火災時の死因で最も多い一
酸化炭素中毒について学ぶ．

・身近な地形がどのような堆積物からできているのか
を調べ，地崩れが起きやすい場所を探す．

・（浮力の学習と関連させて）洪水時にどれくらいの
重さのものが動くのか．

■生物多様性と理科学習
　生物多様性に関連した授業アイデアは，「絶滅危惧
種」「レッドデータブック」「外来種」等の生物多様性
の減少に関するトピックや，「生態系」「食物連鎖」「食
物網」等の理科学習内容を取り上げたものがほとんど
で，防災教育に比べると，地域性を生かしたアイデア
は少なく，63 名中 6 名はアイデアの記載がなかった．

【授業アイデアの例】
・身近な生物をあげ，その生物を見る時期，またその

時期の生物の様子を話し合い，四季ごとに分けて表
をつくる．

・ヨナクニサンやオオゴマダラなどは，なぜ敵に見つ
かる面では不利な大きさになったのか，体を大きく
することのメリットは何かを話し合う ( 環境適応 )．

・里山や焼き畑などによって，どのように多様性が保
たれているのかを調べる．

■気候変動と理科学習
　気候変動に関しては，「地球温暖化」を取り上げた
学生が多く，その原因や「海水面上昇」「サンゴの減少」
等の影響について考えるようなアイデアもあった．ま
た，過去の「平均気温」や「雨量」の変化をグラフに
してデータを分析するようなアイデアも複数見られた．
しかし，63名中10名は授業アイデアを記載できなかっ
た．

【授業アイデアの例】
・雲の発生やオゾン層の性質など気候に関わる知識を

学び，温暖化による異常気象の原因・対策を考える．
・温暖化が進むと表層海流が止まり寒冷化するなどの

実際に推定されている例を学ぶ．

■国際理解教育と理科学習
　国際理解教育と理科学習の関連は学生にとって考え
やすかったようであり，全員が授業アイデアを記載で
きていた．その授業アイデアには「酸性雨」「PM2.5」
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「黄砂」「海流」「二酸化炭素の排出量」等の国際的な
環境問題に関連した用語，「外来種」「農作物やエネル
ギー資源の輸出・輸入」等の国際的な交流が原因にな
る環境問題，「気候と衣食住の関係」「捕鯨」「主食」
等の地理的な特徴や文化が関係するトピックがよく取
り上げられていた．

【授業アイデアの例】
・世界の気候（温帯・熱帯など）から降雨量や育つ農

作物の違いを調べ，水不足の問題や食糧問題を考え
てみる．

・米，麦，ジャガイモ，トウモロコシなどの主食となっ
ている植物の特徴を調べて，これからの食糧問題と
対策を考える．

・DNA 情報を調べて，その遺伝子が国境を越えて，
どこからきているかを追跡する．

■世界遺産や地域の文化財等の学習と理科学習
　世界遺産や文化財は，理科の学習内容との関連性を
見つけ出すことが難しかったようで，63 名中 12 名が
授業アイデアを記載できなかった．取り上げられた世
界遺産は，「ピラミッド」「ピサの斜塔」「モアイ像（イー
スター島）」「法隆寺」「白川郷」等の建造物と，「ガラ
パゴス諸島」「エアーズロック（ウルル）」「富士山」「白
神山地」等の自然に関する遺産であり，建造物では「原
材料」「保護」「環境や植生の変化」「気候」等，自然
に関する遺産では「ゴミ問題」「温暖化」「風化」等に
注目したアイデアがあった．

【授業アイデアの例】
・法隆寺などの歴史的な建物がなぜ今まで残っている

か，物理的観点等から関連づけて考える．
・広島の原爆ドームから原子力のエネルギーの大きさ

を調べる．
・エアーズロックやグランド・キャニオンを風化や浸

食作用と絡めて考える．

　学生の授業アイデアが，用語やトピックのみの記載
になってしまった理由の一つは，演習用のワークシー
トに示した課題が「ESD の以下のテーマと関連する
理科の学習内容を考えて記述しなさい」であったため
ではないかと考えられる．しかし，ESD を取り入れ
た理科学習の方法としてポイント①～④を示し，さら
に図 5 のような例も示しているので，受講生は例を真
似て授業アイデアを記載することが可能であり，上述
した学生の「授業アイデアの例」にあるように， ESD
に必要な能力の育成につながるような学習活動（下線
部）の記載ができている学生もいた．したがって，
ESD に必要な能力の意義，その育成のための手立て
により重点を置いた講義の展開と，考案した授業アイ

デアを練りあげるような活動が授業改善の鍵になると
考えられる．

Ⅲ．初等理科教育法における ESDの導入

1．ESD導入の方法
　初等理科教育法は小学校教員免許取得のための必修
科目であり，小学校理科の目的，内容，方法，評価を
扱うだけでなく，観察実験に関する基礎知識，教材研
究や授業構想，学習指導案の作成，模擬授業など，取
り扱うべき内容は多く，15 回の講義で十分な時間が
確保されているとは言い難い．そのような状況におい
て，熊本大学教育学部で開講している初等理科教育法
では，理科教員に必要となる能力の育成と，文系の学
生の理科への苦手意識や理科授業観を変容させること
を目的とした授業の工夫を行っている（渡邉・飯野 
2010）．15 回の講義は，2 名の教員で担当していて，
筆者は図 6 の 1 ～ 5 回目と 14，15 回目を担当してい
る（1，14，15 回目は 2 名で担当）．

図 5　ESD を取り入れた理科学習の方法－能力育成の方法
（講義で用いたスライド）

 1．イントロダクション
 2．小学校理科の目的
 3．観察・実験Ⅰ　野外観察／生き物マップづくり
 4．小学校理科の内容
 5．小学校理科の学習
 6．学習者の自然認識と理科学習 1
 7．学習者の自然認識と理科学習 2
 8．小学校理科の評価と学習指導案
 9．観察・実験Ⅱ　豆電球を用いた回路づくり
10．小学校理科における ICT の活用
11．観察・実験Ⅲ　ふりこの実験
12．小学校理科カリキュラムと学習指導要領の変遷
13．観察・実験Ⅳ　手回し発電機を用いた実験
14．面白くてわかる理科学習の構想と実践
15．まとめと振り返り

図 6　初等理科教育法の授業内容
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　初等理科教育法は受講生が約 120 名のため実習的
な活動は実施しにくいが，観察実験を伴う演習を合計
4 回行い，学生が理科教材に触れて，そこから理科の
学びを考える機会を設けている．筆者が担当する「観
察・実験Ⅰ」では，小学校理科における観察の意義と
表現方法を体験的に学ぶことを目的として，野外観察
に基づく「生き物マップ」の作成を実施している．こ
の生き物マップの作成は，身の回りの環境を自分の五
感を用いて観察し，その結果としての気づき，疑問，
スケッチ，写真等を整理して，マップという形式の中
で創意工夫した表現を行うことを求める活動である．
したがって，足元の自然や地域に目を向けること，生
物多様性を感得する体験的な活動になること，表現活
動としてのマップの工夫がコミュニケーション能力の
育成につながること等の観点が，ESD の目的や内容
と合致する．

2．演習の内容
　生き物マップづくりの詳細は次の通りである（渡邉 
2013）．授業では，最初の 30 分間で生き物マップづ
くりの目的と方法を説明し，前年度の学生が作成した
生き物マップの事例を紹介する．事前指導では，①身
の回りの当たり前と感じている環境をよく観察して，
いろいろな気づきや疑問を見出すこと，②児童の視点
に立って，観察の対象や見方を工夫すること，③生き
物マップの作成を見通して情報を収集することを学生
に説明している．前年度の事例を提示するのは，まと
め方の見通しやアイデアを示すためであるが，評価の
高かった事例を示すので筆者が求めている到達度を暗
示することにもなっている．授業の残りの 60 分は，
学生に自由にキャンパス内を散策させて，観察した
ルートと観察結果のメモをワークシートに記述させる．
ワークシートに記録された内容は生き物マップ作成の
ための素材であり，作成した生き物マップと併せて提
出してもらう．野外観察における記録の方法は指定せ
ず，単語やスケッチだけでもよいことにしている．観
察した対象の記録として，デジタルカメラを利用する
ことも認めている．野外観察中，筆者は生物の解説を
しないように心掛けている．しかし，クスノキの葉を
揉んで嗅がせたり（五感の利用），樹木の花や実に目
を向けさせたり（季節性の提示），木の下で上を見上
げたり（視点の変化）するようなアドバイスを行って
いる．生き物マップの作成は，授業後の課題になる．
生き物マップは観察結果の表現活動でもあり，観察で
きたことを地図上に示すだけでなく , 全体のテーマの
工夫，絵や写真の配置の工夫，書き添える文書の工夫
などが可能になる．観察したことを単に列記するので
はなく，マップを工夫して作成することに学びがある

ことを体験的に学んでもらいたいと考えている．生き
物の名前を知ることを特に重視してはいないが，名前
を知りたい学生に対しては，キャンパス内で観察でき
る生き物をホームページで紹介して対応している．

3．受講生の学びの実態
　生き物マップづくりの演習における野外観察の様子
を図 7 に示す．

図 7　「生き物マップ」づくりのための野外観察
A：2014 年度　B,C：2015 年度

A

B

C
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　学生は，キャンパス内を自由に散策し，様々な場所
を巡ったり，特定の場所を集中的に観察したり，観察
する対象を昆虫などに限定したり，しゃがんで足元に
目を近づけたり（図 7A），上を見上げたり（図 7B），
植物に触れたり（図 7C），葉や実を採集したりするな
ど，個人，ペア，グループごとに多様な観察を試みて
いた．観察に対する取り組み方の程度は，個人差，グ
ループ差があったが，生き物マップ作成のためのデー
タ収集という見通しがあるため，熱心に観察する学生
が比較的多かった．野外観察の場となる熊本大学の
キャンパスは，学生にとって慣れ親しんだ場所であり，
日常的な風景に改めて注目していることになる．しか
し，植栽されている樹木の種類，生垣や花壇の花に集
まる昆虫，日かげの雑草などに目を向けたことはほと
んどないと考えられ，新鮮な気持ちで葉や幹の形，花
の色，枝の広がり方などを記録していた．学生の中に
は，授業時間だけではなく，別の日に改めて観察を行っ
た者もいた．
　学生が作成した生き物マップを図 8 に示す．図 8A
では，合計 19 種の生物に関する記録があり，ヤエム
グラの実が 2 個組でついていること，タンポポの葉の
下にダンゴムシを見つけたこと，ナギの葉の色の違い，
エノキの幹にセミの抜け殻がついていたこと，イチョ
ウの根元から葉が出ていること等の気づきが記述され
ていた．タンポポの下のダンゴムシは，学生が観察対
象に近づいて触れて見つけたもので，観察対象への積
極的な関わりがあったと考えられる．また，ナギの葉
の色の違いについては，「新しい葉と古い葉の違いか
な～？それとも…光の当たり方による違いかな～？」
という記述があり，疑問をもち，その理由を考えたこ
とがわかる．学生が作成したマップは，図 8A のよう
に俯瞰した地図に観察したことを記録したものがほと
んどであったが，図 8B では，斜め上空からの視点で
場所を描いていて，立体的なマップになっていた．記
録していた生物は 12 種であり，観察の視点を樹木の
葉と幹に絞って，形，手触り，匂いという五感を用い
た観察結果が記述されていた．観察した時期には咲い
ていない花についてスケッチを書き添えるなど，観察
した生物について資料を使って調べたことがわかる．
図 8C は，比較的に狭い範囲において 20 種以上の生
物を記録したマップである．放置された鉢の中に，自
然に生えてきたと考えられる植物 4 種と昆虫 2 種がい
たことを記録している点が特徴的である．図 8D は，
マップとして表現されていない．しかし，観察した生
物の色に注目して，色鉛筆の色の一部を撮影した写真
を用いて表現している点に工夫がある．キュウリグサ
の目立たない花や路上に落ちていたセンダンの黄色い
実などに注目した視点も独特である．

図 8　学生が作成した「生き物マップ」の例
A,C：2014 年度　B：2013 年度　D：2015 年度

A

B

C

D
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　初等理科教育法では，授業改善のためのアンケート
調査を講義の最終回に行っている．そのアンケート調
査および学生の生き物マップを分析した結果，①生き
物マップの作成は初等理科教育法において最も印象に
残った活動の一つにあげられる，②理系や男性の学生
よりも文系や女性の学生の方が生き物マップの作成に
熱心に取り組み，マップの編集等に工夫をする場合が
多い，③マップの形式で観察結果を表現するため，生
き物のすむ場所，環境，分布を意識することになり，
詳細な観察が導かれた可能性がある，④見慣れた場所
で新たな発見をしたことを強調する学生がいる一方で，
インターネットや本で調べたことのみを記述する学生
もいることがわかった．ESD の視点でみると，多く
の学生が身の回りに多くの生物がいることに気づけた
こと，および目を近づけて注目したり触れたりするこ
とで生物の特徴を記録できたことは，生物多様性の実
感につながる経験になったと言えるであろう．また，
野外観察における気づきをマップとして表現する中で，
学生の創意工夫が発揮された例も多いことから，単に
生き物の名前や存在を「知る」のではなく，場所すな
わち環境と関連づけて生物を「理解する」ことができ
たのではないかと考えられる．

Ⅳ．おわりに

　教職課程コアカリキュラムの在り方に関する検討会
議（第 4 回）の配布資料（文部科学省 2017）で提示
されたカリキュラム・マップ（イメージ）をみると，
どの科目に ESD が位置づけられるのかは不明瞭であ
る．大学の自主性や独自性を発揮する教育内容として，
ESD を扱う科目を単独で設置することは可能であろ
う．しかし，選択科目としての開設になると考えられ
るため，受講しない学生も少なくないと予想される．
したがって，本研究において試みたように「各教科・
保育内容の指導法」の一部で扱うか，「教科・領域に
関する専門的事項」や「総合的な学習の時間の指導法」
の一部で取り上げるのが教職課程における ESD の取
り扱いとしては現実的であり，多くの学生に ESD に
ついて学ぶ機会を提供できることになる．また，ESD
は学際的であるため，学校教育における教科を越えた
取り扱いが必要になる．各教科の内容や指導法と関連
づけて ESD を取り上げれば，教科の学習の発展や深
化が期待できる．
　理科教員養成においては，学生の知識伝達型の理科
授業観の打破が大きな課題になっていて，知識理解だ
けでなく，学習者の主体的な学びを導く学習，科学的
な思考力や態度を育成する学習へと授業観を変容する

必要がある．ESD で育みたい「体系的な思考力」「代
替案の思考力」「データや情報の分析能力」は，理科
教育において育成したい能力と重なっているため，理
科の教員養成において ESD を取り上げることで，理
科教育の目的の一つである能力育成の観点が再認識さ
れることが期待される．また，理科教育内容を ESD
のテーマである「エネルギー学習」「防災学習」「生物
多様性」等に発展させることで，理科で学習したこと
を活用する機会が生まれ，問いの生成，仮説の設定，
情報を用いた検証・吟味・判断，協働的な学び合いを
含む主体的な学習が導かれ，その学びの展開は通常の
理科学習にもフィードバックされ得るので，理科の授
業づくりのフレームワークの一つを学生に提示するこ
とになる．
　本研究における中等理科教育法Ⅱでの試みは，ESD
と理科学習の関連づけを図るものであり，理科教育の
理論や各論を学習したあとの発展型の ESD 導入アプ
ローチと言える．多くの学生は，教育内容のレベルで
理科と ESD を結びつけるテーマやトピックを考案す
ることができていたが，能力育成を意図した学習構想
は十分とは言えなかった．したがって，ESD を取り
上げる回の講義・演習の内容を改善するだけでなく，
それ以前の理論・各論を扱う回での授業内容や方法の
見直しも検討しなければならない．なお，演習の「防
災学習」と理科学習を結びつける授業アイデアにおい
て，上述した 2015 年度の中等理科教育法Ⅱの受講生
は，63 名中 48 名（76％）が地震を取り上げていた．
その一方で，2016 年 4 月に熊本地震を経験したあと
の 2016 年度の中等理科教育法Ⅱの受講者に対して同
様の演習を行ったところ，地震を取り上げたのは 50
名中 24 名（44％）であった．地震を取り上げた学生
の割合が減少したことと地震の経験の因果関係は確か
めていないが，ESD で取り上げる内容がより現実的
なものになった場合，扱うのを躊躇したり敬遠したり
する可能性も示唆される．
　初等理科教育法での試みは，従来の授業で行ってい
る演習を ESD の観点から捉え直したものであり，理
科学習に ESD の観点を取り入れるアプローチになっ
ている．初等理科教育法で実施している生き物マップ
の作成には，生物多様性の実感，五感を用いた観察体
験，データや情報の分析能力の育成等の ESD の観点
が含まれている．本研究では，そのような観点から学
生の生き物マップを分析し，ESD の目的に合致する
ような成果を見出すことができた．しかし，野外観察
や生き物マップの作成において，ESD の観点を強調
するような説明と支援が十分ではないため，ESD の
観点を生き物マップづくりにおいて明示するための方
策を検討する必要がある．
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　ESD は，教員を目指す学生にとって馴染みのない
用語と考えられるため，基本的なコンセプトから説明
しなければならない．しかし，コンセプトだけでは学
校教育の実際の授業に結びつかない．したがって，具
体的な授業構想，活動，実践例等の提示や，ESD の
観点を含む学習活動の体験が重要になる．本研究にお
ける演習の導入は，そのような試みの一つであるが，

「価値観」「代替案の思考力」などを育成するための視
点や授業デザインを考えることはできなかった．ESD
の領域は理科に限定されるものではないため，他の教
科・領域に関する教員養成の授業と連携したり，学習
指導案の作成，模擬授業，教育実習などの段階で
ESD の視点を取り入れたりする方策を検討していき
たい．

付　記

　本研究は，科学研究費助成事業（挑戦的萌芽研究）
「DESD の成果に基づいた理科の教師教育プログラム
のアジア・スタンダードの提案」（研究代表：藤井浩樹，
課題番号 15K12385）の助成を受けて実施した．
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